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2025年 6月 30日 

株式会社ヒバラコーポレーション 

 代表取締役社長 小田倉 久視 

 

ヒバラ DX戦略Ⅱ 

 

１．はじめに 

当社は、「多様化する市場ニーズを的確に捉え、時代に即した柔軟な生産システムを創造すること

で、工業分野に機能的なシステムと革新的なコーティングテクノロジーを提供し、社会に対して持続

可能な貢献を果たすとともに、社員の物心両面の幸せを追求する」という経営ビジョンのもと、2023

年 3月 17日に「ヒバラ DX戦略」を宣言し、DXの推進に取り組んでまいりました。 

これまでの取り組みにより一定の成果は得られたものの近年の社会環境はかつてないスピードで変

化しており、デジタル技術の進化やデータ活用の高度化は、当社経営にも大きな影響を及ぼしていま

す。技術の陳腐化やサイバーセキュリティの脅威といったリスクに加え、デジタル技術に対応できる

人材育成も重要課題と認識しています。 

一方で、IoTや AIを活用した設備管理の高度化によって、生産性向上や品質改善が期待され、コス

ト削減や製品価値の向上といった競争力強化の機会を得られると認識しています。 

こうしたリスクと機会を踏まえ、当社は DXを経営上の重要課題と捉え、今後も持続的かつ計画的に

その推進を図ってまいります。 

 

 

２．ヒバラ DX戦略 

当社の DXは、「自社の変革」と「顧客への支援」の両軸を基本方針とし、経営基盤の強化と持続 

的な成長、さらには社会課題の解決を目指すものです。 

社内においては、工場や業務現場での業務効率化や品質管理体制の高度化を中心に、設備と人材の

最適化を図り、経営の安定性および柔軟性の向上を進めています。とりわけ、現場データの活用や工

程の可視化、品質情報のリアルタイム管理といった取り組みを通じて、現場起点の業務変革を着実に

進めています。 

また、これまで社内で培ってきたノウハウや技術を外部向けのソリューションとして体系化し、顧

客企業に対する現実的かつ持続的な DX支援サービスを展開しています。導入・活用のハードルを下

げ、効果を着実に生み出す支援体制を構築することで、顧客の経営課題解決や競争力強化に貢献して

います。 
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こうしたアプローチにより、当社は DXを通じて企業競争力を強化するとともに、業界や地域社会

への価値提供を着実に実現してまいります。 

 

 

３．推進体制 

2023年 4月 1日付で発足した「DX推進プロジェクト」を継続し、各部門横断での実行力ある体制

を構築しています。 

 

（図 1）DX推進体制 

 

（表1）推進項目と責任部門 

No. 推進項目 経営統括部 生産統括部 開発部 管理部 備考 

1 人材確保と育成 ●     

2 インフラ環境整備 ●  〇   

3 セキュリティ対策 ●  〇  ISO27001推進 

4 社内DXの推進  ● 〇   

5 DX事業の推進 ●  〇   

６ 社外連携 ●    産学官連携 

７ 情報発信 ●   〇 HP、SNS等 

●：責任部門、 〇：副責任部門 
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４．推進内容 

４．１ 人材の確保と育成 

当社における人材の確保と育成は、ヒバラ DX戦略初期から継続して取り組んできた重要な施策で

す。DXを推進するうえで、人的・技術的なリソースを自社内だけで完結させることは容易ではないた

め、これまでに構築した外部との連携を活かして、今後も体制の維持・強化を図ってまいります。 

（１）新卒採用強化：会社説明会、学校訪問、インターンシップ等を通じて若手人材との接点を拡大 

（２）リスキリング支援：社内外の研修機会を通じ、既存社員のスキル転換と生産性向上を図る 

（３）外部連携の強化：産業界に加え、大学や公的研究機関との協力関係を通じて、技術力や専門性

の補完、先端技術の導入を進める 

（４）外国人技術者の活用：専門性と多様な視点を持つ人材の確保に向けて視野に入れる 

 

 

４．２ インフラ環境整備 

DXを推進する基盤として、デジタル関連設備や ICT環境の整備には継続的な投資を行ってまいりま

す。なかでも、2024年度に導入した仮想塗装シミュレーション（VR）機材は、現場教育や技能伝承に

おいて大きな効果を発揮しており、今後も業務高度化・効率化を支える設備を計画的に整備してまい

ります。 

 

 

４．３ サーバーセキュリティリスク対策 

DXを安全かつ安定的に推進するためには、情報資産の保護とサーバーセキュリティの強化が不可欠

です。当社は、ISO27001（情報セキュリティマネジメントシステム）の認証を取得しており、それに

基づく運用体制のもと、サーバーリスク対策やアクセス管理の厳格化などを引き続き実施していま

す。 

今後も、DXの進展に伴い多様化・高度化するセキュリティリスクに対応すべく、柔軟性と実効性を

備えた体制の強化・改善に継続して取り組んでまいります。 

 

 

４．４ 社内DXの推進 

当社では、生産現場の業務変革を目的に、社内DXを継続的に推進しています。生産管理システムの

機能拡充や適用範囲の拡大により、工程進捗や品質情報のリアルタイム把握が可能となり、現場の判

断・対応力を高めています。 
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設備監視についても、対象設備や監視指標の拡充を進めており、稼働状況や異常兆候を可視化す

ることで、予防保全の実現や安定操業に貢献しています。 

AIを活用した塗装面の外観検査システムの開発を進めており、精度向上と工程適用に向けた実証

を継続中です。 

2024年度に導入したVRシミュレーションは、塗装技能教育の効率化に寄与し、品質や安全意識の

定着にも効果を上げています。 

今後は、AIを中核とした分析・判断技術の導入を一層強化しながら、現場視点と先端技術の融合

を図り、生産性・品質・柔軟性のさらなる向上に資する社内DXの深化を着実に進めていきます。 

 

 

４．５ DX事業の推進 

当社では、現場起点で培ってきたDXの知見と実装経験をもとに、製造業における課題解決に資

するソリューションの社外展開を進めています。具体的には、業務効率化、設備稼働の可視化、

品質管理の高度化など、現場に根ざした改善支援を中心に、柔軟な技術提案と導入支援を行って

います。 

これらの取組は、展示会や講演、業界団体等を通じて対外的に発信しており、提案機会や技術

検証への参画につながっています。さらに、社内外のフィードバックを踏まえて技術開発を継続

し、概念実証（PoC）から実運用への移行を段階的に進めています。 

また、アジア地域への進出を見据え、市場調査や連携体制の整備を進めています。 

 

 

４．６ 情報発信 

（１）オンラインでの継続発信 

自社コーポレートサイトにて「ヒバラDX戦略」や取組事例を定期的に紹介しているほか、

Instagram等のSNSも活用し、現場の様子や技術の魅力を多面的に発信して参ります。 

加えて、報道機関や専門誌からの取材も積極的に受け入れ、自社の実践事例を広く共有する機会

として活用し、それらもオンラインで発信してまいります。 

 

（２）講演・セミナーでの情報発信 

産業支援機関や地域主催のセミナー・研究会等に積極的に参加・登壇し、自社のDXの実践内容や

得られた示唆を紹介しています。実際の現場での取組をもとにした情報発信は、他企業・業界関

係者との共創的な対話の場としても活用してまいります。 
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（３）展示会を通じた情報発信 

スマート工場関連の展示会や技術フェアに継続出展し、実機展示や対話形式での紹介を通じて、

導入イメージの具体化と業界横断的な情報交流を促進してまいります。 

 

 

５．戦略達成度を測る指標 

ヒバラ DX戦略Ⅱの推進にあたっては、以下の 4分類に基づく集約的な指標を設定し、戦略の進捗を評

価・改善に活用する PDCAを推進してまいります。 

（１） 財務・事業指標 

① DX関連売上比率 

② DX関連への投資額 

（２）実施成果指標 

① 社内 DX：労働生産性、デジタル適用プロセス数 

② DX事業：契約数、PoCから本稼働への移行件数 

（３）計画進捗指標 

① 案件の段階別数（提案、実証、導入） 

② フィードバック・改善反映回数 

（４）情報発信活動指標 

① 発信頻度（ホームページ、SNS）、その他（メディア取材、講演など） 

 

― 以上 ― 


